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回憶─教養部時代を中心に

大 谷 通 順

私は教養部に⚙年間，人文学部に 26 年間，つごう 35 年間，北海学園大学に籍をおきました。

こうしてみると教養部時代は在籍期間の⚔分の⚑あまりにすぎないのですが，一般教育外国語教

員という役割は採用以来変わっておらず，私の基本的な立場は教養部時代からの流れに沿ったも

のです。そこで本稿では，私の教員生活の原点となる当時を中心にいささか回憶させていただき

たいと思います。

⚑．着任の想い出

元号が⽛平成⽜にかわった 1989 年，私は教養部に着任しました。⚒月の理事長面接で故森本正

夫前理事長が開口一番，⽛大喪儀の会場は寒かった⽜といわれたのが印象的でした（その意図は不

明ですが）。私はそれまでの⚓年間，中国語の非常勤講師として学園大の学生たちとも親しく交

わっていましたし，また本務校の北大文学部では，恩師たちに将来の志望をたずねられると，決

まって⽛大学教員ならば教養部⽜と公言していましたので，願ってもない就職先でした。恥ずか

しながらその志望の理由を明かすと，北大教養部では中野美代子先生や故内藤剛介先生が，自由

で華やかな言論活動をくりひろげられているのに，学部では故大島正二先生や故丸尾常喜先生が，

それぞれ中国音韻学と魯迅文学の大家でありながら，私のような愚鈍な学生のために論文指導で

日々苦悩されているように見えたからなのです（教養部教員にも別の苦労があることを，のちに

なって思い知ることになりましたが……）。

この年はもうひとつの出来事により，忘れがたい年となりました。天安門事件です。妻は⚒月

末から長男出産のため北京の実家に帰っていましたが，⚕月中旬に戒厳令が出されて以来，連日，

天安門に泊まり込む人々と，市街を包囲する兵士の映像がテレビに流れ，現地の不穏な空気が伝

わってきました。⚖月に入って突然，北京の家族と電話が通じなくなりました。⚖月⚓日(土)，

⚑講目の授業後，文学史の調べものをしていて，ふと学生の⽛暴動⽜に関する記事が目に入った

ような気がしたのですが，見なおすと，もうありません。ひどく胸騒ぎがして，夕方まで研究室

じゅうの書籍をひっくりかえしたのですが，結局見つかりませんでした。翌日⚖月⚔日の朝，⽛血

の日曜日⽜報道を見て，はたと気づきました。あの幻の記事は，じつは記憶のなかにあった魯迅

のエッセイ⽛花なき薔薇の二⽜だったのです。それは段祺瑞政権による天安門デモ隊の虐殺を糾
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弾したもので，なんと私の胸騒ぎは現実のものとなってしまったのです。つくづく思い知りまし

た。60 年以上たっても為政者はこのようにやすやすと実弾で若者たちを血みどろにできるのだ

と。

─それからの数日は，生涯で二度と経験することがないであろうほど気をもみました。さい

わい事件の⚓日後に妻から電話があって，日本に避難する臨時便の航空券を入手したと知り，よ

うやく胸をなでおろしました。出産は⚒週間後に迫っていました。帰国後，長男は無事に生まれ

ましたが，妻の腹の中でさんざん耳にした銃声におびえたか，10 日遅れの誕生となりました。時

の流れは速いもので，この長男も本年⚗月に中国の厦門大学に赴任し，教鞭をとっています。

⚒．教養部での教育

私が着任する⚑年まえから，学園大は北京理工大学への学生派遣をはじめていましたが，上述

の天安門事件のせいですべては振り出しにもどりました。新学期から進行していた第⚒回派遣団

の事前学習も取りやめとなり，学生たちの落胆ぶりは可哀想そうなほどでした。その後，われわ

れの訴えも空しく，北京理工大学語学研修の公的再開は 34 年間にわたって学校法人の反対に遭

いつづけ，やむをえず⽛中国語研究会（同好会・愛好会）⽜あるいは中国語担当教員指導の⽛私的⽜

課外活動という便法をとらざるをえませんでした。ところが昨年，かたじけなくも安酸敏眞前学

長のもとで正式に覚書が結ばれ，ようやく公的な派遣が復活しました。学習に熱心な学生たちに

代わって心から感謝を申しあげたいと思います。

さて，上記の海外語学研修のほか，教養部改革の一環として，（1）言語運用能力の養成に力を入

れた 30 名以下のクラス編成，（2）⚓年次（学部移行後の学生）向けクラスの創設，（3）同好会を

利用した課外活動の充実など，学園大の中国語教育にはめざましい動きがみられました。それら

すべてを発案し，推進したのは，故城谷武男先生です。そのすさまじいエネルギーと個性は多く

の学生を中国語学習へと導きました。また先生の推薦がなければ，私のように貧弱な業績しかも

たぬ助手は学園大に採用されることもなかったでしょう。着任して半年間，私は文字どおり⽛城

谷塾⽜の書生としてその教育の理論と実践を学びました。毎週月曜日 10：00 に先生の研究室で⚒

時間ほどの講釈をうけ，当時学生会館⚒階にあった教員用カフェテリアでいっしょに昼食をとっ

たあと，午後の授業にのぞむ，というのが⚑週間のスタートでした。正直をいうと，理論学習の

ために読まされた⽝斉藤喜博全集⽞にはあまり興味がもてませんでしたが，学園大の中国語カリ

キュラムや同好会活動が，斉藤のいう⽛学習主体の形成⽜を主目的として細心の設計がなされて

いること，またその運営のために城谷先生が大量の時間と精力を投下していることはよく理解で

きました。結局，この⽛城谷塾⽜での修業が私の北海学園大学での働き方を決定したといえます。

授業のほかに同好会に入ってまで中国語を学ぼうという学生たちは，さすがにみな熱意にあふ

れ，誠実で，また教えられたことを身につけようと懸命に努力する者ばかりでした。したがって

夏・冬の合宿，検定試験向けの特訓，中国映画鑑賞，餃子や団子の調理実習，読書会など，彼ら
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を相手としたあらゆる指導活動はそのしがいがありました。その後，1993 年に彼らはOB会を結

成し，城谷先生から⽛時習会⽜という呼称を授かりました。⽝論語⽞⽛学而⽜の⽛学びて時にこれ

を習う，またよろこばしからずや⽜にちなみます。名簿に名を並べる会員は学園大に中国語科目

が開設された 1983 年の第⚑期生にさかのぼり，何か大きな行事があるたびに会長の呼びかけに

応えて集まります。コロナ禍明けの本年はお盆休みに，中国語科目設立 40 周年と私の退職を記

念して，日本の各地や，遠く上海から，合計 30 名あまりの卒業生が集まり，久しぶりに元気な顔

を見せてくれました。教師冥利につきます。

⚓．はんぱもの

こうした充実感とはうらはらに，失意を感じる瞬間のあったこと，しかもそれがまれではなく，

しばしば発生したことも白状しなければなりません。その原因をつきつめれば，ひっきょう私が

⽛はんぱもの⽜だったからにほかなりません。⚑日は 24 時間しかありません。また，私の能力に

も限界があります（否，人並み以下というべきでしょう）。教育に費やすものが増えるいっぽうで

自身の研究は痩せ細っていったのです。

もちろん高校出たての子供たちを相手とする教養部でも，決して教員の研究をおろそかにして

いたわけではありません。⽝学園論集⽞はいつでも投稿者に門戸を開いていましたし（原稿料つき

で），不定期開催の⽛学術研究報告会⽜は各人の専門を披露する絶好の機会でした。また，教員の

研究を教育に活き活きとむすびつけた⽛教養ゼミ（人文科学演習）⽜も毎年複数タイトルが開講さ

れていました。しかし⽛はんぱもの⽜の私にとって，それらに注ぐことのできるリソースの割合

は，多くの校務と語学関連業務に押されて，どうしても量的に少なくならざるをえなかったので

す。また質的な面でも，門外漢にも高度な内容をわかりやすく伝えるのが教養教育の真価だとば

かりに気ばってみたのですが，⽛はんぱもの⽜の私にとっては，結局，入門レベルを大きく超える

ことが困難だったのです。ましてや教育内容と自身の最新の研究課題とを橋渡しするなどはほぼ

不可能でした。

教養部の末期に，私は開設されたばかりの人文学部のために通年で⽛中国文学⽜を講じ，教養

部解散後は人文学部に移籍しました。学部に温かく迎え入れていただいてからは，おそらく英語

以外の外国語教員として唯一の例でしょうが，専門ゼミと卒論指導にも数年間あたりました。そ

の間も，あいかわらず⽛はんぱもの⽜の悲しさで，要領がわからず，履修者たちにはずいぶん無

理を言ったのではないかと後悔しています。結局，在籍中にこの問題を解消することはおろか，

どこか折り合いをつけるところにまでも至りませんでした。

以上のように非力な私でしたが，多くの同僚と事務職員の方々に助けられたおかげで，35 年間

にわたる教員としての任を不十分ながらも果たすことができたのではないかと思います。皆さま

のご厚誼とご指導・ご協力に対し，心より御礼申しあげます。
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履 歴 書
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学歴
1975 年⚔月 北海道大学文類入学
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1992 年⚔月 長期出張：北京日本学研究センター主任教授補佐 ～1993 年⚓月
1997 年⚔月 北海学園大学教養部教授 ～1998 年⚓月
1998 年⚔月 北海学園大学人文学部教授 ～現在に至る
2006 年⚔月 北海学園大学大学院文学研究科教授 ～現在に至る
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担当科目
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専 門 科 目：人文学基礎演習，人文学演習，中国文学Ⅱ
大学院科目：比較文学特殊講義，比較文学特殊講義演習，日本言語・思想文化論文指導特殊演習
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